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いよいよ秋も深まり，朝晩には肌寒さを感じる季節と

なりました。COVID19パンデミックの影響により，仕

事や学校教育の場面でリモートワークやオンライン授業

が導入され，「新しい生活様式」を合言葉に感染予防が

求められています。本学会の総会もパンデミックの影響

をうけて，今年度の第79回日本公衆衛生学会総会2020は

オンライン開催となりました。

さて，第67巻10号をお届けします。本号では，原著 5

編が掲載されています。これらの論文は，広大な領域を

包含する公衆衛生学の学術誌にふさわしく，多彩な研究

トピックを扱っています。井村らは，高校生の幸福感に

関する尺度開発を行っており，この尺度を用いて，高校

生の主観的幸福感を向上させる支援事業を数量的に評価

できるようになりました。野澤らは，高血圧に対するナ

トリウム・カリウム比と BMI の相乗効果を明らかにし

ており，ナトリウム・カリウム比に着目した保健指導を

提唱しています。藤原らは，高齢者を対象に歩行促進事

業の健康影響を検討しており，運動機能低下やうつを予

防する効果が認められたことから，ポイント制の歩行促

進事業の有用性を明らかにしました。湊屋らは，4 歳児

のアトピー性皮膚炎が，その後の精神健康に関連するこ

とを明らかにしています。横山らは，フレイル改善を目

的とした事業が要介護・死亡・介護費に与える影響を検

討し，いずれも統計的に有意ではありませんでしたが，

示唆に富む考察を行っています。いずれの論文も，公衆

衛生活動を向上するために活用できる科学的根拠を提供

するものです。実践の現場での活用が期待されます。

日本公衆衛生学会が刊行する日本公衆衛生雑誌は，日

本の健康問題を解決するための戦略や対策を考え，それ

を社会に実装するために必要な科学的根拠を集約する重

要な場になっていると考えています。会員の皆様からの

積極的な投稿をお待ちしております。 （谷村 晋）


